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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・地震・津波の分野における学術と行政の関係の現状と課題�・学術コミュニティからさらに果たすべきことはあるか�・これからの展望、など
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
わが国は古来しばしば大地震に見舞われて，そのたびに多くの人命財産を失ってきた。
大地震は今後も同じように起こるであろう。しかし，その災害は我々の手で防がなければ
ならない。地震の予知の達成は国民の強い要望であり，わが国の地震学の絶えまない努力
の目標である。そして，現在までの地震学の研究は地震予知の実用化の可能性を示してい
る。ただ，これを達成するためには，今後一層の学者及び関係者のたゆまぬ努力ととも
に，国家の本問題に対する深い理解と力強い経詩的援助とを必要とする。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図７．１　 世界に類を見ない基盤的観測網の整備
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1930 年　和達清夫｢深発地震について｣を発表
1973年　二重深発面の発見（津村，1973，海野・長谷川1975）
2009 135,804 2010 127,994 2011 304,311 2012 177,787 2013 139,660 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
http://www.jishin.go.jp/main/chousa/14_yosokuchizu/f2.pdf
平成１５年３月は地域限定-北日本版ですが、�　　平成１４年５月に山梨県辺りを対象に試作版が発表されています。�



© 2015 NaoshiHirata, Earthquake Research Institute, The University of Tokyo e
(1Y : _
6. ENDENRF A
EXRih #Ii
o HhE @%E’éﬁﬁﬂl RERL T, RKEGENZT THIT 31
o 165 (20045 ) Mo ERIZ (L RAR
o FRE194E (20074 ) — %I HEBALA
[ | REIEO RS RN
‘_.} _u_. Ah 0 EEA | S rih_-r_'{,ll (@{ :D)))
R | SRIT
st P2 ﬁ e ;J%E%EE%EE%F?EI%H#[HEE %ﬂlﬁ =
[Huim (SLMER)
®E PR FREFITkm M —
R IE O e | R IT

S FIE R km

2015/9/14

17


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
緊急地震速報の「予報」「警報」「特別警報」とはなんですか？
　緊急地震速報には、大きく分けて「警報」と「予報」の２種類があります。また、「警報」の中でも予想震度が大きいものを「特別警報」に位置付けています。
「緊急地震速報（予報）」は、最大震度が３以上と予想されるなど一定の基準を超える地震が発生した場合に、各地域や地点で予想される震度や、大きな揺れ（主要動）の到達予想時刻などを発表するものです。一般に「緊急地震速報（予報）」は、１つの地震に対して数回（5～10回程度）発表されます。
「緊急地震速報（警報）」は、特に強い地震が発生した場合（最大震度が５弱以上と予想される場合）に、強い揺れが予想される地域を発表するものです。各地域で予想される震度や、大きな揺れ（主要動）の到達予想時刻は発表せず、対象地域に対して端的に警戒を呼びかけます。一般にテレビや携帯電話などで見聞きする緊急地震速報はこの「警報」にあたります。
「緊急地震速報（警報）」のうち、震度６弱以上の大きさの地震動が予想される場合を「特別警報」に位置付けています。

緊急地震速報を見聞きしたら、いつまで身を守ればいいの？
　震源から遠い場所では、緊急地震速報を見聞きしてから強い揺れが届くまでに時間がかかりますので、揺れがこなくても見聞きしてから１分程度は、身を守るなど警戒しましょう。�　また、地震による強い揺れは、東北地方太平洋沖地震のように数分続く事例もありますが、一般的には長くても１分程度ですので、その間は身を守る行動をとり続け、揺れが収まってから落ち着いて行動しましょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
The potential for earthquake early warning in southern California
Allen & Kanamori (Science, 2003)
。日本では 1972 年に東京大学地震 研究所の伯野元彦らが「10 秒前大地震警報システム」を提案している。これは海底地震計 で揺れをキャッチし，都市に地震波が到達して揺れ出す前に地震情報を提供するというアイデアである。しかし，このアイデアの実用化は予想外に難しく，国鉄鉄道技術研究所（現財 団法人鉄道総合技術研究所）が新幹線の地震対策として開発を続け，1989 年に実用化（ユ レダスという名称）にこぎつけたのが最初と考えられる。その後，1992 年にはユレダスが 東海道新幹線で全面稼働している。海外では，メキシコ地震後の 1991 年にメキシコの太平 洋岸に設置された地震計によりメキシコ市に警報を出すシステムが稼働を開始している。ま た，1995 年にはカリフォルニア州において震源と規模をリアルタイムで推定する CUBE シ ステムが開発され，地震学を防災に活かすリアルタイム地震防災学の有効性が次第に再認識 されるようになった。 

日本においては，1995 年の阪神・淡路大震災を契機に高感度地震観測網（Hi-net）の整備 がなされ，この観測網と急激に発展してきた ICT（情報通信技術）を結びつけた，新たな地 震情報の提供が検討され始めた。そして，2003 年に 文部科学省，気象庁，防災科学技術研 究所が共同で「高度即時的地震情報伝達網実用化プロジェクト」が開始された。このプロジ ェクトは別々に開発されてきた「リアルタイム地震情報（防災科学技術研究所）」と「ナウ キャスト地震情報（気象庁）」を実用化に向けて統合し，地震情報を高速・高度化するとと もに，迅速で正確な伝達手法の開発を目指すものであり，2004 年 2 月には，両者を統合し， 「緊急地震速報」として試験運用を開始した。その後，試験運用の対象範囲を拡大し，2005 年 6 月に日本のほぼ全域が対象地域になった。さらに 2006 年 8 月には希望する企業などに 対して，先行的な提供を開始し，2007 年 10 月 1 日 からは「一般向け」に緊急地震速報の提 供が開始された。それを受けてテレビ局，ラジオ局，鉄道会社，百貨店，ゼネコン，小学校 などでもこの速報の受信システムが導入され，視聴者や従業員，施設利用者などに伝達して いる。また，2007 年 12 月には気象庁が気象業務法を改正し，緊急地震速報が予報および警 報として位置づけられた。地震動警報は推定最大震度が 5 弱以上で発表され，強い揺れが予 想される地域に対し，地震動により重大な災害が起こる恐れのある旨を警告する。また，地 震動予報は，推定最大震度 3 以上または推定マグニチュード 3.5 以上で発表される。「一般 向け」緊急地震速報は地震動警報に該当し，また，「高度利用者向け」でも「一般向け」の 基準を満たすものが生じると，その一連の続報を含めて警報扱いである。気象庁以外は，原 則として地震動警報を発表できず，地震動予報の業務を行うには気象庁長官の許可が必要で ある。
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